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Three dimensional subsurface structure modelof the Osaka sedimentary basin is revised with additional survey 
data conducted under Comprehensive Research on the Uemachi Fault Zone (FY2010-2012) by MEXT. 
Microtoremor observations, reflection surveys are done, and local strong motion records are collected to obtain the 
information to revise the former models. Interpolation functions to express the complex surface of the layer 
boundaries are introduced. 
 

１．はじめに 

文部科学省委託研究「上町断層帯における重点

的な調査観測」の一環で，強震動予測の高度化の

ため，大阪堆積盆地の 3 次元速度構造モデルの開

発を行っている．微動アレイ探査，連続微動観測，

反射法地震探査を実施し，また，地盤構造モデル

作成手法の開発も行いながら，速度構造モデルの

検証・改良を行った． 

 

２．既存の大阪堆積盆地地盤構造モデル 

大阪堆積盆地に関しては，地層境界面形状や物

性値（P波速度，S波速度，密度）構造の表現方法

の大きく異なる 2 系統の 3 次元堆積層構造モデル

が作られている．香川ほか（1993）に始まる J 系

統モデル（宮腰ほか，1997；宮腰ほか，1999；香

川ほか，2002；Iwata et al., 2008；Iwaki and Iwata, 

2011）と，産総研モデル（堀川ほか，2003）に始

まる H 系統モデル（大阪府，2004）である．大局

的には，どちらのモデルも比較的良く地震動応答

を再現することが既存研究で確認されている． 

 

３．モデルの改良方針 

本研究で作成する地下構造モデルとしては，H

系統モデルのように地層境界面や物性値構造を可

能な限り探査データに忠実に精緻に表現しつつ，J

系統モデルのように地層境界面を関数系で表現し，

任意の間隔のメッシュで物性値構造が取り出すこ

とが可能なものを目指した．そのため，ベースモ

デルには地質構造を忠実に表現した H 系統の大阪

府（2004）モデルを採用し，作業としては，新し

い探査・解析結果に加え既存探査・解析結果も見

直してベースモデルの地層境界面形状や物性値の

経験式を修正し，地層境界面形状を複雑な面に対

応できる関数系で表現することとした． 

 

４．モデルの改良作業 

本プロジェクトでは，15 地点での連続微動観測，

６地点での微動アレイ探査，100 点の単点微動観

測，２本の P波反射法地震探査を実施した．また，

大阪盆地内と周辺の 100 点近い既存強震・震度観

測点のデータを収集した．これらのデータを基に，

表面波位相速度・群速度，H/V スペクトルピーク

周波数，地震波走時，地震波形の観点からベース

モデルを検証し，地層境界面形状や物性値経験式

に関し必要な修正を施した．特に，既存の探査デ

ータが相対的に疎だった大阪平野南部地域におい

て，本プロジェクトによりデータが増え，地層境

界面形状，物性値構造ともに大きく変更された． 

地層境界面形状のモデル化については，コンピ

ュータグラフィックスの進歩とともに発展した曲

面形成技術を応用する．点群を関数で近似して複

雑な局面を表現する各種方法の中から，本研究に

有用なものを検討し，適用した． 
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